
   

 

 

令和３年度ごみ・資源組成調査 

（燃やすごみ・事業系可燃ごみ）結果について（速報） 
 
１．調査概要 

（１）期 間 令和３年６月～７月 

（２）調査方法 集積場から収集された家庭系ごみ・資源物及び事業所から排出された事業系ごみを収集車か

ら定量抽出し、調査項目ごと重量を測定。 

（３）調査検体 59検体（家庭系32、事業系27） 

〔 1検体 = ごみ収集車１台から定量（約100㎏）を抽出したもの 〕 

 

２．調査結果（速報値） 

（１）家庭系「燃やすごみ」（全市加重平均注１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）事業系「可燃ごみ」（全市加重平均注１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （％） 

種別 R3 
H30 
(前回) 

R3-
H30 

食
品
ロ
ス 

計 10.7 15.9 △ 5.2 

直接廃棄 4.8 5.2 △ 0.4 

食べ残し 4.3 6.1 △ 1.8 

過剰除去 ※３  1.6 ※2  4.6 △ 3.0 

 組成割合（前回比較）  （％） 

種別 R3 
H30 

(前回) 

R3-

H30 

生ごみ 31.8 40.3 △ 8.5 

紙類 25.8 23.4 2.4 

プラスチック類 15.1 15.2 △ 0.1 

紙おむつ 7.5 6.3 1.2 

布類 12.0 8.3 3.7 

木・竹・わら類 2.2 3.0 △ 0.8 

ゴム・皮革類 1.4 1.5 △ 0.1 

その他 4.2 2.0 2.2 

合計 100.0 100.0   

 （％） 

種別 R3 
H30 

（前回） 

R3-

H30 

食
品
ロ
ス 

小計 19.5  20.2  △ 0.7 

直接廃棄 8.5  10.5  △ 2.0 

食べ残し 9.0  4.7  4.3 

過剰除去 ※３  2.0  ※２  5.0  △ 3.0 
    

組成割合（前回比較）  （％） 

種別 R3 
H30 
（前回） 

R3-
H30 

生ごみ 40.8 43.7 △ 2.9 

紙類 30.2 27.9 2.3 

プラスチック類 16.1 17.9 △ 1.8 

紙おむつ 6.6 4.6 2.0 

布類・皮革類 2.8 2.3 0.5 

木くず類 2.3 2.9 △ 0.6 

その他 1.2 0.7 0.5 

計 100.0 100.0   
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注１：地区ごとの調査結果に当該地区における令和 2 年度年間ごみ排出量 
   を乗じて足しあげ、令和 2年度全市年間ごみ排出量で割った数値。 
    
  

※1 過剰除去割合は、環境省公表の「食品廃棄物等の発生抑制及び再生利用の促進の取組に係る実態
調査」の内「食品廃棄物に対する食品ロス量の割合」を使用し算出。 

※2 平成 29年度 : 10.7％    
※3 令和 2 年度 : 5.0％ 
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